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1　は　じ　め　に

水稲品種「はなの舞」は，山形県の良食味品種として昭

和63年（1988年）に奨励品種に採用され．県中山間地帯を

中心に栽培されている。この「はなの舞」は長持の偏穂重

型品種であり，追肥時期としては幼穂形成期が基本となる。

そこで幼穂形成期追肥時に倒伏に対して影響の大きい梓

長及び品質に対して影響の大きいポ当たり籾数を簡易に診

断できれば，追肥の判断が容易となり，品質・収量を安定

的に確保することが可能となる。

このため幼穂形成期における梓長・ポ当たり籾数の簡易診

断並びに追肥対応技術について検討を行ったので報告する。

以上である。

13）幼穂形成期（出穂前25円）の生育隠黄色と籾数の

関係

幼穂形成期の生育蜃（草丈×茎数）と籾数には判然とし

た傾向が認められなかった。これは前述の草丈と梓良の場

合と同様，幼穂形成期での稲体の窒素栄養条件（糞色）の

違いにより籾数が変動するためと思われる。

そこで彙色を加味した生育星とポ当たり籾数のグラフを

図4に示した。これをみるとSPAD値37程度で多少のバ

2　試　験　方　法

（1）1981年～1988年までの山形県立農業試験場最北支場

内栽培試験（水稲奨励品種決定調査を含む）及び現地試験

（水稲奨励品種決定調査・地域別，地帯別現地適応性試験）

の調査結果

（2）1990年～1992年までの「はなの舞の品質変動要因の

解明」

試験の調査結果

以上を基に解析を行った。

3　試験結果及び考察

仙　相良と倒伏及びポ当たり籾数と品質

図1に悍良及び穂数と倒伏程度，図2にポ当たり籾数と

品質の関係について示した。これでみると倒伏程度2以上

になる押長は90cm以上その場合の株数は440本／ポ程度

である。また整拉歩合の目標を70％にした場合，これを下

回るポ当たり籾数は35，000拉以上である。

（2）幼稼形成期（出穂前25日）の草丈，葉色と梓良の関係

幼穂形成期の草丈と杵島には判然とした傾向は認められ

なかった。しかしその後の草丈の伸長に影響を及ぼすと考え

られる葉色を加味してみると図3の様な傾向が認められ群

島は幼穂形成期の草丈と葉色から診断できると考えられた。

なお．倒伏が懸念される梓良90cm以上になると診断され

る幼穂形成期の葉色・草丈はSPAD値40程度以上，62cm
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図1梓良及び穂数と倒伏程度
（昭和56年～平成4年　栽培試験及び奨決）
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図3　出穂前25日の草丈，糞色と梓長の関係
（昭和62年～平成4年　栽培試験）

ラツキはあるもののおおむね一一定の傾向が認められ，ポ当

たり籾数は幼徳形成期の生育貌（草丈×茎数）と彙色から

診断できると考えられる。

なお，品質低Fが大きくなるポ当たり籾数35，000拉以上

になると診断される幼穂形成期の葉色・生育量は．SPAl〕

値40程度で27，000以上SlJAD値37程度で37，000以上であ

る。

（4）倒伏一糊致過剰が懸念される場合の追肥対応技術
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図4　出穂前25日の生育塁，彙色とポ当たり籾数の関係
（昭和62年～平成4年　栽培試験）

表1に追肥時期を変えた場合の成熟期の生育星・梓長・

ポ当たり籾数・収鼻等について示した。これより「はなの

舞」の追肥時期の基本となる幼穂形成期より追肥が遅くな

るほど靭数は減少し，梓長は短縮することが認められる。

従って，幼穂形成期の追肥時に長持化や籾数過剰が予想

される場合はこの籾数の減少程度や梓長の短縮程度を参考

にして梓長やポ当たり籾数を制御し，品質・収量の安定化

を図る。

表1追肥時期を異にした場合の成熟期生育星・梓長・ポ当たり籾数・収皇　　（出穂前25日追肥区対比・差）

基 肥

＋

活 着

追 肥 時 期

（山 稜 前 日数 ）

成 熟 期 ポ当 た り
い 早 良

（CⅡ】）

収　　 量
品 質

（整 拉歩 合 ）

網 目1．8 m皿

粗 蛋 白

生 育 員 籾　　 数 網 昌1．8m m 含 有 率

（kg ／ a ） （×100 ） （粒 ） （kg ／ a ） （％） （％ ）

0 ．5

25 10 0 （453 ） ±0 （35 ，00 0） ±0（85 ．1） 10 0（64 ．7） ±0 （70 ．4） ±0 （7．56）

20 9 8 － 1，00 0 －0 ．9 9 9 ＋ 0 ．5 ＋0 ．1 1

＋ 15 9 5 r l．70 0 1．7 9 7 ＋ 1．0 十0 ．25

0 ．2 10 9 3 －2 ，80 0 －3 ．4 9 5 ＋ 1 ．4 ＋0 ．40

0 88 －5 ，20 0 －4 ．3 8 9 ＋ 2 ，7 ＋0 ．88

注．追肥員はN成分0．2kg／a（昭和62年～平成4年　栽培試験）

なお，食味に影響が大きいといわれる粗蛋白含有率は追

肥時期が遅れるほど高くなる傾向にあり，特に穂学期以降

の追肥では幼穂形成期追肥に比べ急激に増加する。このた

め食味評価の観点から．穂学期以降の追肥は行わないよう

にする。しかし，梓長・ポ当たり籾数を制御する目的で追

肥時期が穂学期以降になる（穂揃期直前まで追肥時期を遅

らせても倒伏や梯数過剰が懸念される）場合も想定される

ため－倒伏軽減剤の使用や滅肥等の技術対応について検討

が必要である。

4　ま　と　め

（1）「はなの舞」の幼穂形成期に追肥を的確に行うため

の生育診断について検討した結果．倒伏に対し影響の大き

い梓長は幼穂形成期の草丈・葉色から，品質に対して影響

の大きいポ当たり籾数は生育量（草丈×茎数）・葉色から

診断できる。

なお，この簡易診断技術は幼穂形成期から成熟期までの

目平均気温がおおむね平年並み（22．0－23．0℃）の場合に

適用できる。

（2）幼穂形成期の診断により倒伏や籾数過剰が予想され

る場合は，追肥時期を幼穂形成期より遅くした場合の梓良

の短縮程度やポ当たり籾数の減少程度を参考にし．時期を

決定する。

但し，穂学期以降の追肥では玄米の粗蛋白含有率が急激に

増加するため，この時期以降の追肥は行わないようにする。
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